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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎ － － －

○

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・鳥取県中部地震の影響による消費マインドの低下が
心配されたが、今のところ大きなマイナス要因には
なっていない。中旬の気温低下も追い風となり、遅れ
ていた衣料品の動きも回復基調である。特にコートの
動きが好調に推移し、客単価も上昇してきている。ま
た宝飾品や美術品といった高額品の動きも堅調に推移
している。

○

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・寒さが厳しくなり、やっと冬物の売行きが上向いて
きている。また料理用品等では、最近の生活様式の変
化に伴ってＩＨ対応商品を購入する客が増えており、
それが客単価の上昇につながっている。

○
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数が増加するとともに売上も伸びている。プリ
ペイドカードの売上が伸びている。

○
コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・来客数が増加している。

○
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・客単価は伸びないが、来客数は増加している。

○
家電量販店（販
売担当）

販売量の動き ・ボーナスへの期待からか商品の動きが良く、黒物家
電やパソコンの動きが特に良い。

○
乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新型車の発売により活気が生まれ、ショールームの
雰囲気も良く、販売環境が好転したことで受注が伸び
ている。

○
乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・平日の来客数は少ないものの、土日や祝日などに店
舗近くでイベントがあるときには客が立ち寄ってい
る。

○
一般レストラン
（店長）

お客様の様子 ・地元プロ野球チームのリーグ優勝効果もあり、客の
来店頻度や予約数が順調に伸びている。

○
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・忘年会シーズンが近づくとともに、地元プロ野球
チームのリーグ優勝の好影響が続いているため、消費
マインドも上向きである。

○ タクシー運転手 販売量の動き ・イベントの開催で人が動いている。

○
通信会社（工事
担当）

お客様の様子 ・客の様子がやや良くなっている。

○
テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・イルミネーションイベントもスタートし、来客数が
若干であるが増加している。

○
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・住宅、非住宅のどちらに関しても、消費者からの問
い合わせが以前より減っている。

○
住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・今月に入り客からの問い合わせ等が増えており、多
くは住宅購入を前向きに検討している。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・売上が良い時と悪い時があり、景気の判断は難し
い。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・駅前に飲食店が増えているが、商店街への流入には
至っておらず、来客数は悪いなりの横ばい状態であ
る。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の買い控えが増えている。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・来客数が増加しているが購入客は少なく、客の買物
姿勢は慎重である。

□
商店街（理事） 来客数の動き ・地域の特性もあるが、客は必要な時に必要な商品だ

けを購入する。ウィンドウショッピングをする客は少
なくなり、目的がないと商店街を歩かない。

□
一般小売店［紙
類］（経営者）

来客数の動き ・地元客の買上点数が少ない。

□
一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・年賀状は個人も企業も自前で作成することが増えて
いるが、注文は前年並みである。

□
一般小売店
［靴］（経営
者）

お客様の様子 ・ほとんどの客は、高額商品の購入に際してカードや
紙幣で支払うが、低価格商品の購入に際しては以前よ
りも小銭で支払う傾向が強まっている。

□

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・前年売上を下回る部門が多く、全体では前年の93％
の見込みであるが、化粧品や婦人服飾、紳士服は好調
で前年を上回る見込みである。紳士服は販売企画が当
たって売上が伸びている一方で、ヒット商品がない婦
人服は厳しい状況が続いている。

□

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・11月に入り気温が低下したので、婦人服、紳士服の
冬物衣料が動きはじめ、売上とレジ客数は前年をクリ
アしている。逆に好調に推移してきた美術品や宝飾品
などの高額アイテムに陰りが出はじめている。
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□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・コートなどの重衣料が前年に比べてかなりのペース
で動いており、客単価も上昇して今月は予算をクリア
できる。

□
百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・来客数の減少はないが、コート等の重衣料の稼動が
例年に比べて非常に鈍く、買換えの傾向が見られな
い。

□

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・衣料品関係は厳しい状況が続いている。11月は温度
差が激しく、コートなどの売上は前年より大幅に低下
している。景気に大きく左右され、ギフト需要も前年
より大幅に低下しており、来客数、１品単価共に減少
している。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・高級ブランドや美術品などが売れている。

□
百貨店（人事担
当）

来客数の動き ・全館セールの時の来客数は多いが、平常日がそれ以
上に落ち込んでいるので、トータルでは伸びていな
い。

□
百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・依然として収益が高い部門である婦人服、紳士服な
どの衣料関係の不振が続いており、収支的に厳しい状
況が継続している。

□

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・暖冬の影響で冬物が低迷した前年同月に比べ、今月
は衣料品の動きが久しぶりにやや上向いている。ただ
手袋や帽子などの防寒雑貨は10月後半から好調に推移
しているものの、食品の動きはやや鈍い。

□
スーパー（店
長）

単価の動き ・野菜の高値が続いており、消費者は価格に影響を受
けている。

□

スーパー（店
長）

来客数の動き ・先月までは客単価と買上点数が伸びて売上が前年の
103～104％を維持していたが、今月は来客数と客単価
が前年の101％で、売上は前年の102％強で推移してい
る。

□
スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・野菜価格の高騰にもかかわらず販売点数を維持して
いる。総菜関係の販売量も伸びてはいるが、日配商品
や加工食品が前年並みとなっている。

□
スーパー（管理
担当）

単価の動き ・合計数値では前年を超えて上向きに見えるが、野菜
価格の高騰によるものであることから、結果的には横
ばいであり大きな変化とはなっていない。

□
スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・野菜の相場高騰による１品単価上昇の要因が大きい
が、来客数も前年を上回っており、既存店売上が前年
を上回っている。

□
コンビニ（副地
域ブロック長）

単価の動き ・健康の意識が高まって付加価値のある商品が数字を
伸ばしており、それらの商品は繰り返し買われる傾向
がある。

□
乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車が出ても販売量は変わらない。

□

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・景気が良いのか悪いのかはっきり分かるほどには販
売傾向がつかめない。当業界では冬タイヤ等の冬物
が、関東での早期の降雪で動いているが、他の商品は
低調である。

□
住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・店じまいセールという大きなイベントを行ったので
10～11月の売上はかなり良い。

□
その他専門店
［和菓子］（経
営者）

来客数の動き ・大きな変動の要素が見当たらない。

□

その他小売
［ショッピング
センター］（管
理担当）

お客様の様子 ・施設でのイベント内容によって来客数の増減が大き
い、前年に比べると秋の行楽ついでの客が少なく、天
候の不安定さも要因になっている。また季節ものの動
きが鈍く、特に重衣料を買う客が少ない。

□
高級レストラン
（宴会サービス
担当）

来客数の動き ・平日の利用客数に変化はないが、週末は個人利用と
家族利用が比較的多い。

□

一般レストラン
（外食事業担
当）

競争相手の様子 ・大手外食チェーンの店舗が半径500ｍ以内に次々と
出店し、前年より５店舗増えている。10月末には食べ
放題方式の店が真向かいに出店した影響で、11月に
入って来客数が前年の92％に低下している。メニュー
改定をして値上げをしたものの、売上は前年の93％前
後で推移しており、特に休前日は苦戦している。

□
スナック（経営
者）

来客数の動き ・スナック業界の景気には全く変化がなく、客の動き
や売上も底辺にとどまったままで変わらない。

□
観光型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・前年同月に比べると販売量は変わらない。

□
観光型ホテル
（宿泊担当）

単価の動き ・客は相変わらず安い単価を探し求めている。



□

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・宿泊では国内客が減少しているものの、海外からの
個人客や団体客が増加しており、特に北米や欧州から
が好調である。またレストランでは家族客が目立って
いる。

□

都市型ホテル
（総支配人）

販売量の動き ・11月は例年トップシーズンで月初めの先行予約は前
年を上回る件数でスタートしていたが、今月は鳥取県
中部地震の影響から伸び悩んでおり、前年並みで推移
している。

□
タクシー運転手 来客数の動き ・夕方までは乗車があるが、繁忙期手前の時期である

ため夜の利用が少ない。
□ タクシー運転手 お客様の様子 ・鳥取県中部地震や天候の影響で客の動きは鈍い。

□
通信会社（総務
担当）

単価の動き ・一部の商材で物価が高騰していたものの、安定を取
り戻しつつある。

□
通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・新サービスやこれからの展開に対して、定時イベン
ト来場者の関心が高くなっている。

□
テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・前年同月に比べて入館者数や商品販売高に変動がみ
られない。

□
ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・忘年会シーズンに向けて休日の集客状況は例年どお
り好調であるが、急に寒くなったため平日の集客が悪
い。

□ 競艇場（職員） 販売量の動き ・一日平均売上が横ばいである。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・客の来場数には大きな変化がなく推移している。

□
設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・先月からの景気に変化はない。

□
設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・受注が低迷している状況が続いており、特に新築住
宅の引き合いが少ない。

□
住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・この夏以降展示場への来場者数に持ち直しが見られ
ないままで、低調に推移して年末を迎えようとしてい
る。

□
住宅販売会社
（営業所長）

お客様の様子 ・年末に向けて客の動きが悪くなってきている。

▲

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・先月の地元プロ野球チームの優勝セールの影響が今
月になって表われており、客の様子から買い控えが見
受けられる。一方一部の高額商品は売れているもの
の、米国大統領選挙の結果を受けた円安株高により、
全体的に景気は厳しい状況にある。

▲
商店街（代表
者）

単価の動き ・気温が低下せず秋冬商戦の売上は非常に悪い。客は
生活防衛のため、必要な時により安く必要最小限しか
購入しない姿勢が顕著であり、デフレが続いている。

▲
一般小売店［食
品］（経営者）

販売量の動き ・ドライグロサリー、精肉、鮮魚の販売数量が減少し
ており、価格競争が激化している。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・野菜高騰の影響で客離れがある。また競合店の販売
促進が強く客数の動きに影響が出ている。

▲
スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数、買上点数が共に減少し、客単価が低下して
いる。

▲
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・消費者は安いものを必要なだけ購入する傾向が顕著
であり、慎重な姿勢が見受けられる。

▲
スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価の落ち込みがみられる。

▲
スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の財布のひもは固く必要最低限なものしか購入せ
ず、割引日やポイントアップの日に購入する傾向があ
る。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・気温低下に伴いＨＯＴ商材の売行き動向は好調だ
が、来客数はやや下降傾向である。

▲
衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客の買物控えが続いている。

▲
家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数が一向に回復しないが、今月末に当市の地域
振興券の使用期限となるため、その駆け込みの反動の
影響が否めない。

▲
家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・客が必要なものを必要な時にしか購入しない。

▲
家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・来客数が前年割れしており客単価も上昇しないた
め、売上も減少している。

▲
乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・今まで人気のあったミニバンの落ち込みで、販売量
は前年の80％である。

▲
乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・新型車が発売されたにもかかわらず、11月の販売量
は前年比90％と大変厳しい状況が続いている。

▲
その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・人が街に出てくる企画が少なく商品が売れない。客
も元気がなく、官民が一体となって街の活性化を行わ
ないと厳しい状況にある。



▲

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・９月28日の新店舗オープンの影響で来客数が増加し
ていたが、今月はその反動で、ショッピングセンター
全体の来客数が前年比94％と前年割れの状況にある。

▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・客単価が低下しており、客は全体的に節約志向であ
る。

▲
一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・10月の鳥取県中部地震の影響が各所にあり、消費よ
り復興が優先され大変厳しい状況である。

▲

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・サービスエリア沿いの交通量が減少している。

▲

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・レストランの来客数が減っており、特に予約以外の
来客数が減少している。物価高騰の影響もあり食材の
平均原価が上昇する一方、客層は家族連れが少なくな
り消費マインドがやや低調である。

▲
旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・米国大統領選挙が予想外の結果となったこともあ
り、一向に景気回復の兆しがない。

▲
旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・個人需要が引き続き低調である。

▲
通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・好調であった新規契約数がここ１か月例年並みの実
績となっていることから、相対的に状況が悪くなって
いる。

▲
通信会社（広報
担当）

単価の動き ・客は常に安いものを求めている。

▲
テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・秋の行楽シーズンに発生した鳥取県中部地震によ
り、団体客のキャンセルや個人客の出控え等の影響が
出ており、県全体への入込客数が減少している。

▲
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・不動産や自動車などの高額商品を扱う客から、売行
きが悪いため金を使う気になれないとの話を聞いてお
り、その他の客も財布のひもが固い。

×
一般小売店［眼
鏡］（経営者）

お客様の様子 ・鳥取県中部地震による家屋修理のための過大な出費
を控えている家庭が多く、買い控えが続いている。

×

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・急に寒くなった気候の影響もあり、来客数が先月と
比べて激減している。今月は取扱商品の時計、宝飾
品、眼鏡のすべてで新規購入より修理が多くなってお
り、期待すべき歳末セールもどうなるか心配である。

×
その他専門店
［海産物］（経
営者）

販売量の動き ・11月は最盛期であるにもかかわらず、例年並みに来
客数は増加せず購買単価も上昇してこない。

◎
輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地元の大手自動車メーカーが好調なので忙しい。

○
鉄鋼業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・為替が円安方向に動いているため海外向け製品の売
上高が増加している。

○
建設業（総務担
当）

取引先の様子 ・取引先の引き合いが増えてきている。

○

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・法人市場は通信販売を中心に大口の客からの発送が
順調に推移している。個人市場はフリーマーケットサ
イトとの連携強化と発送窓口の拡大によって伸びた個
人客からの発送が、取扱個数の増加につながってい
る。また新商品の需要が伸びていることも好調の要因
である。

○
輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・仕事量が多く人手不足感が否めないことに加え、近
隣地区では有効求人倍率も増加している。

○

金融業（融資企
画担当）

取引先の様子 ・自動車部品メーカーでは操業が上向いてきている。
完成車メーカーの新型ＳＵＶの生産が本格化し、部品
の受注が増加しているため、１～２時間の残業と月１
回土曜出勤が恒常化しつつある。また為替も円安とな
り輸出採算も好転している。

□
食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・販売する商品の種類を限定し、広告宣伝と売り方の
見直しを考えている。

□

木材木製品製造
業（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・新設住宅着工戸数が前期に比べ好調なため、受注量
や販売量も前年に比べてやや増加している。金利引き
下げによる住宅ローン金利も低下し、住宅着工に影響
を与えている。

□
化学工業（総務
担当）

それ以外 ・周辺企業では業種や品種によって好調なものがある
が、全般的に良い方向へ向かっている状況にはなく底
上げ感がない。

企業
動向
関連

(中国)



□

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・建設案件の製造が完了し、多忙感は少し和らいでい
るものの、一定程度の作業量があり残業体制に変化は
ない。鉄鋼向け生産も急激な回復はなく低位で安定し
た状態にある。

□
鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・11月に入り荷動き好転の雰囲気があったが、力強い
実需の好転は見られず、引き続き今後の方向性を探る
状況にある。

□
非鉄金属製造業
（業務担当）

受注価格や販売
価格の動き

・金属相場は比較的高値で推移しているが、為替は悪
化要因となっている。

□
金属製品製造業
（総務担当）

取引先の様子 ・営業担当から得意先では受注が少ないため残業を規
制しているとの情報が入っている。

□
電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注の引き合いはあるものの、なかなか成約には至
らない。利益重視にかじを取ると絶対量が確保でき
ず、資金繰りを圧迫するため、新規受注が伸びない。

□
輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量は若干の減少ではあるが、ほぼ計画どおり例
年並みで推移している。

□

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・好況が継続しており、先月同様に技術職の稼働は目
一杯の状況である。またこの先１年間は予定された物
件への対応が必要なため、目先の新規受注は困難な状
況にある。

□
通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・来年度の設備投資に関する製造系ユーザからの引き
合いが前年度並みとなっており、大幅な売上増につな
がる案件が減少している。

□
通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・年末を控えて受注や販売量が上向く期待があるもの
の、前年度同期と比較した伸びは鈍化している。

□
不動産業（総務
担当）

それ以外 ・来客数や成約件数は先月に比べてほとんど変わらな
い。

□
広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・客からの受注量の推移に変化がみられない。客から
年末年始の販売促進拡大のために、現状を大幅に変え
ない方向であるとの情報を得ている。

□

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・近郊に大型ショッピングセンターが新規オープンす
る予定があり、新規採用するパート従業員の時給を地
域相場より大幅に上げて募集している。そのため近隣
の人件費相場が上昇してしまい、人手集めに四苦八苦
する状態になっている。それが中小零細企業のコスト
上昇につながり、経営面で厳しい状況に直面してい
る。

▲

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・10月と７月を比較すると、水揚げ数量は542tの減
少、水揚げ金額は2,860万円の増加である。減少原因
は大中型まき網漁と中型まき網漁の減少で、増加原因
は沖合底引き網漁、イカ釣り漁、定置網漁の増加であ
る。

▲
化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・長引く中国の景気後退感が続き、業況悪化による工
場閉鎖の影響等による取引先の輸出が減少しており、
国内工場の生産調整によって受注量が減少している。

▲
輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

取引先の様子 ・１か月では大きな景気のトレンド変化もなく、足元
の円安基調も手放しで喜べないため、先行きの不透明
さとしか認識できない。

▲

その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・店舗リニューアルの最中であり、それに伴う費用も
増加する中、来期の受注量と価格が思うように設定で
きておらず、厳しい状況が続く見込みである。

▲

金融業（貸付担
当）

取引先の様子 ・個人消費の低迷が影響し、取引先の製造業者は夏ご
ろに比べて販売量が落ち込んでいる。また最低賃金の
上昇もあって中小企業はコスト高となっており、売上
は伸びない上にコストが上昇するダブルパンチの状況
にあるため業績は改善せず、景気はやや悪くなってい
る。

× ＊ ＊ ＊
◎ － － －

○
職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・新設店舗や設備増強に伴う人員補充のための求人が
出てきている。

○

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・パート求人が前年比マイナス20.5％と大幅減少に
なっており、新規求人数は平成27年５月以来の減少と
なっているが、内訳では前年に工場進出、ＩＴ関連、
教育ならびに学習支事業などからの大量求人があった
ため、その反動による一時的な減少である。

○
学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・栄養士や保育士関連、一般企業などで求人数が増加
してきている。

雇用
関連

(中国)



□

人材派遣会社
（経営企画担
当）

求職者数の動き ・求職者の登録者数、企業の求人数とも比較的好調に
推移している。求職者の売手市場の状況下、求人側と
の調整が大変重要になっている。市場感を企業に伝え
ることで求職者ニーズとのかい離を埋めることが人材
業界の使命になる。

□

人材派遣会社
（支社長）

求人数の動き ・新規求人数と累積求人数は大きく増加しているもの
の、好景気を反映した業務量拡大や生産数増加などの
要因で求人が発生している状況ではなく、多くが労働
力不足からくる採用難を背景とした求人数の多さであ
るため、景気の良さを反映するものではなく、全体的
には横ばいで推移している。

□

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

採用者数の動き ・学生売手市場の中、11月時点でまだ採用予定数に達
していない企業は依然として採用活動を継続してい
る。新卒は説明会を開催しても全く集まらない状況が
続いており、採用枠を大学４年生から第二新卒を含む
既卒者にも拡大して人材獲得に臨む傾向がみられる。

□

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・相変わらずアルバイトやパート求人の動きが活発
で、時間給も引上げられる傾向が続いているが、対象
者が条件の良い方に移っており、そのしわ寄せが時給
を上げられない弱小事業所の人手不足につながってい
る。

□

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人は医療機械製造業や食肉加工業から増員求
人があった製造業が前年比で４割増となったものの、
サービス業や運輸業など減少した業種も多く、求人全
体では横ばいとなっている。

□
職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求職者数の動き ・３か月前と比較して有効求職者数に変化はない。

□
民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・有効求人倍率をみると求人意欲は高く相変わらずの
高止まりではあるも、景気が上向いている実感はな
い。

□
学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・相変わらず学生への求人は続いており、予定を満た
せなかった企業の話が引き続き聞かれるため、特段に
変化があったとの感触にはない。

▲
人材派遣会社
（支店長）

周辺企業の様子 ・人材不足が深刻であり求人企業の成長を止めてい
る。雇用条件を改善したくとも中小企業にはその体力
がなく、悪循環が続いている。

▲

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・日銀支店は個人消費も堅調で緩やかな回復をしてい
ると判断し、商工会議所も景況の改善基調を発表して
いるものの、実際の９月の中間決算では減益企業が多
く、不透明感がぬぐえない。

× － － －
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